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以前よ て し 会福祉法人は一とふる」は千葉県はもとより、全国的な視点においても、素晴らし

い実践の数々を積み重ねられている、モデルとなる法人です。

特に利用者さんお一人お一人に対する詳細で細やかなアセスメントや、特性や強みを活かした環境設定、そしてコミュニケー

ションの中でも特に意思表出のスキルを育てるアプローチなど、様々な面で専門性の高い取り組みをされています。

そこで、今年度は研修の一環として、数回に分けての見学を計画し、年間で5回程度、現地で支援の実際を見て学ぷ機会を

得ることができました。児童発達支援事業や生活介護事業、グループホームなど、複数の施設を見学させていただき、参考に

なる点を吸収しています。

利用者さんそれぞれのニーズに沿つたより良い支援を実現できるように、1歩ずつでもさらなる専門性の向上を目指し、見学を

通して学んだことを実践で活かしていきたいと考えています。

発達障害児者支援室室長  宮崎 義成

“社会福祉法人は一とふる"は、野田市の_とミッ__

クアップにより『野,日市手をつなぐ親の会J力゛

母体となり「知的に障がいを持つ子供たちが親_

の住む野田の地で親王共々楽しく、永《安心ヒ

て喜らすためのサTビスを提供するJため、平

成 17年 11月に設立されています。
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■鱒 1動警

11月 30日 〔土, 13:00～ 15:30 【受付開始 13:00】

千葉科学大学 者護学部棟 2階大教室 〔マリーナキャンパス〕・ 200名

林 競子 氏  (一般社団法人ひきこもりUX会譲代表理事〕

「ひきこもりの理解と支援 ～当事者の立場から～ J・ 無 料

相澤 雅則 先生

参加者から、花束と感謝の言葉の贈呈
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高校生ボランティアも参加してくれました

7月 13日 (土 )、 “第6回 障がい者の地域生活セミナー"を銚子市勤労コ

ミュニティセンターにおいて相澤雅則先生を講師にお招きし開催しました。

「人にやさしいまちづくりを目指して ～ 地域の福祉に参加しよう～ 」

1.障害者福祉の歴史について

2.人権と尊厳を支える福祉制度

3.地域福祉の重要性

4.ボランティア活動の効果

5。 何ができるか考えよう

と5つの項目に沿つてご講演くださいました。

今年春に急逝された銚子市内で福社の実践を一緒に行ってきた相原哲

雄氏の取り組みについて、また、同氏への思いも交えながら優しく丁寧 I

お話しくださいました。     あおぞら三崎施設長  増田 直希
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7月 :夏祭り

9月 :外 食会・ ぶどう狩り

さつま芋掘り (海上〕

した

のスタッフの皆さん、そして利用者さん

たち、どうかお元気で。本当にありがと

うございました。
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新住所 :旭市二の 2473番 地 2
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とても素直で笑顔が素敵な

皆さんに出会えてうれしく思

います。

どうぞよろしくお願いいたし

ます。

(刊 O月 対日入職 )
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夏祭り(BBQ):「空の下、ごはんもおいし～い」

外食会「この日を楽しみにしてました」

夏祭り :ぬいぐるみをゲット!
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「この心`どう

見て一」

外食会・ぷどう狩り代替行事 :成田空港で記念撮影

最 高 の 笑 顔外食会 :「 御料鶴」にて

.|れ

外食会 :職員お手製のランチです
さつま芋掘り

海 上
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外食会 :銚子『四季紅』にて
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から紫顔の素敵なお客さま!
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あおぞら三崎

束一防 ひろみ(支援員)
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